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■取付・取扱上の注意
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1.	図 1 に示すリヤウインドウガラス外周より
内側約 70mmの範囲の汚れを、油膜取り剤
等できれいに除去してください。

2.	図１の範囲を PACクリーナー⑧で一方向に
拭いて脱脂してください。

3.	図 2 に示すように、型紙⑪をカットライン
に沿ってハサミ、カッター等で切り取って
ください。（型紙 6枚）

□取付準備

脱脂を行う際は PAC クリーナー
⑧を使用し、パーツクリーナー
は使用しないでください。油脂
分が残り、両面テープが剥がれ
る原因になります。
また、使用前に PAC クリーナー
⑧の使用期限を確認し、切れて
いる場合は、お手持ちの IPA ま
たは、ホワイトガソリンで確実
に脱脂を行ってください。
使用期限は PAC クリーナー⑧の
パッケージ枠外で確認できます。

カッター使用時は、怪我のない
ように十分注意して作業してく
ださい。

ガラスコーティングが施されて
いる場合は、ガラスに傷を付け
ないよう細目のコンパウンド等
で除去した後、必ず脱脂を行っ
てください。

汚れ、ガラスコート剤、
油分を取り除く
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1.	図 4 に示すように、型紙	 L（FR）をリヤウ
インドウガラス形状に合わせて、マスキン
グテープで固定してください。

2.	図 5 に示すように、型紙	 L（RR）をリヤウ
インドウガラス形状に合わせて、マスキン
グテープで固定してください。

3.	型紙	 L（RR）を固定した後、端を点線部で
折り返してください。

4.	図 6 に示すように、型紙	 L（SIDE）をリヤ
ウインドウガラス形状に合わせて、マスキ
ングテープで固定してください。

□取付要領

本書は、LH 側の取付け作業
要領を記載していますが、
RH 側も同様の手順で取付
け作業を行ってください。

型紙はすべて、ウインドウ
端の R 始まりを基準に固定
してください。
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図3：型紙概要図
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6.	図 8 に示すように、車両修理書に従いヒン
ジ固定ボルト（１本）を取外してください。

5.	図 7 に示すように、ブラケットを取付ける
範囲のガラス面に、付属の PACプライマー
⑨を塗布してください。

7.	ブラケット LH③の離型紙を剥がしてくだ
さい。

8.	図 9 のように、ブラケット LH③を型紙の
位置に合うように、取外したヒンジ固定ボ
ルトで仮止めしてください。

トランクのヒンジ固定ボルトを取
外してから固定するまでの作業
は、LH 側、RH 側の片側ずつ行っ
てください。

両面テープの接着面が型紙、その
他のガラス面に貼り付かないよ
う、ブラケット LH ③を浮かしな
がら作業してください。

図 9（断面図）に示す車両のパッ
キンを紛失しないように注意して
ください。

プライマーがボディーに付着した
場合は、直ちにホワイトガソリン
や IPA 等で拭き取ってください。 
付着してしまうと、ボディーが黄
色く変色する事がありますので注
意してください。

プライマー塗布後は、10 分
以上乾燥させてください。

9.	 ブラケット LH ③の両面テープ部を	
｛49N（5kgf）以上｝で圧着してください。

両面テープの接着力を十分に発
揮させる為、貼付作業前に両面
テープ部及びガラス面を、ドラ
イヤー等で 40℃程度に温めてく
ださい。

両面テープは十分に圧着してく
ださい。圧着が不十分な場合は、
浮き剥がれの原因となる事があ
ります。
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11.	ブラケット②（6 個）の離型紙を剥がして
ください。

12.	図 11,	 12 のようにブラケット②（6個）を
型紙の位置に合わせて貼付け、両面テープ
部を｛49N（5kgf）以上｝で圧着してくだ
さい。

13.	型紙をすべて剥がし、各ブラケットからは
みだしたプライマーを拭き取ってください。

外気温が 15℃以下の場合、両面
テープの接着力が低下している
ので、テープ面をドライヤー等
で温めて（約 40℃）取付けてく
ださい。

両面テープ接着後 24 時間以内は
洗車しないでください。

両面テープは十分に圧着してく
ださい。圧着が不十分な場合は、
浮き剥がれの原因となる事があ
ります。

10.	図 10 のようにブラケット LH③を、車両修
理書に従いトランクのヒンジ固定ボルトで
締付けてください。

締付けトルク参考値｛18N（1.83kgf）｝ 
※車両修理書に従ってください。
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付属のボルト⑤、ワッシャー⑥
以外は使用しないでください。
車両の破損や事故の原因となる
事があります。

14.	図 13 のようにトランクを閉めた状態で、リ
ヤウインドウルーバー①を各ブラケットに
取付け、ボルト⑤とワッシャー⑥で仮固定
してください。

16.	図 14 に示す順序に従い、ボルト⑤を｛3.5N
（0.35kgf）｝で締付け、リヤウインドウルー
バー①を固定する。

15.	リヤウインドウルーバー①サイド面とウ
インドウガラス端面を平行で、左右の隙
が均等になるように調整してください。	
（図中※印）

1.	リヤウインドウルーバー周りに傷を付けていないかを点検する。
2.	リヤウインドウルーバーに浮き、剥がれの無い事を確認する。
3.	トランクをゆっくり開閉し、取付けたリヤウインドウルーバーまたはブラケットと干渉が無い事を確認する。

・	 リヤウインドウルーバーを外しリヤウインドウの清掃をする際は、六角レンチ⑦を使用し、上記の取付手順	
図 14の逆、8～1の順にボルトを外しルーバーをウインドウと平行に持ち上げて外してください。

・	 取付けは上記	 図 14の手順に従い、確実に行ってください。取付け後は上記注意事項 3に従いトランクとの
干渉等の確認をしてください。

■取付完了後の点検・注意事項

■リヤウインドウのお手入れについて

※

※
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